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東 .京 夏 の 学 校 の 事 務 報 告
高 野 文 彦､宗 田 敏 雄 (東京教育大 , 理〕
牙 1回Tokyo Su皿 er Ins七iもuteofTheoreticalPhysics は矛 1
期 (多体問題)が 9月 6日 (月)か ら10日 (金)まで､矛2期 (場の理論)
が 9月 13日 (月)か ら17日 (金)まで､ 革 5日間ずつ､神奈川県大磯海津
にある日本ク リスチヤシ ｡アカデミー ･-ウスで行われた｡ 以下にこれまでの
経過 と､主に矛 1期の行事についての報告をするO
この会の開催の話が出たのは ､ 昨年 10- 11月で､.久保､福田の両氏を中







いたので､公式のアナウンスメン トが発表された0 4月には専任の事務員を 1
人やとうことにな り､中旬には参加者の募集が行われた｡･書類は全国各地の大
学 ､ 研究室および主な傭人宛に約 150通発送され､矛 1期約 手20人､矛2
期約 110人の応募者があった｡会場の宿泊設備の関係で､宿泊参加者を各期
約 810∴∧托しぼ らねばな らないので､やむな くかな Dの方々には出席をお断Ib
することにな り､その選考が 6月上旬に行われた . その間具体的なプログラム
の作製などが進行 し､8月中旬l･,Cは出席者への最終的な通知を発送 し､ようや
く開催のはこびとなった ｡
矛 1期の実際の参和者は日本人約 85名 (内通勤 5名)外国人 12名で講師






























小 野 :輸送係数の密度展開 近藤
伊豆山 ､ 中島
i8_一房相互作用










日本人有志がバス 1台に乗って出かけた｡ また 9日 (木)の夜は懇親会が行わ






テjL,(徒歩 2-3分)に宿治 し､食事は全員アカデミ-- クスでとるのを原則
とした｡講義はアカデ ミ-- クスの講義室 (約 100名収容)で行われた O
会計報告 :今回の会で必琴 とした費用の大部分は国内募金 によってまか卑わ
れた｡･置内募金は募金委員会 (委員長藤岡由夫)が作 られ､日本学街振興傘 (
以下学振 と略記)が窓 口とな b､主な支出はすべて学振の手を通 じて行われた｡
まだ最終的な収支決算は出ていないが､ 10月 10日現在判明 している灰支は
次の ようになる｡学振か らは大蔵省-会計報告が行 くが､それの明細はここで
の号とめ方 とはちが うため､以下の ものとは ちが うか もしれないことをお断 b
してお く C また学振か らの報告では 1期､ 2期の区別がないため､ 以下の報告
は全期 を通 じてのものであれ 各期 とも支出はほぼ同額であったことを御了承
願いたい.外人の渡航費は各 自負担を建前 としてあるが ､ 一部の講師の渡航費
はアジア財団が負担 して (れ､矛 1期の講師全員 と矛 2期の講師 3人に アジア
財団か ら直接切符が送附された ｡ 逮
周 収 入 究附金 4,650,000円
.参加費 日本人 1,017,864円 (宿泊費､食費の形で払って
頂いたもので参加費 とい う名
目になる)





























たことを感謝 し､ 旅行計画の庭草なる変更のため多 くの御迷惑をかけたことを
お詫びまる｡今年の体験を生か して､ 来年豪の事務局では同じような不手際の
ないことをお願いする｡ 章後に物性関係で運営委員 として事務にもいろいろ御
協力下さった阿部､伊豆山､森の3氏に厚 くお礼申し上げる ｡
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